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横
浜
市
に
都
市
科
学
研
究
室
が

設
置
さ
れ
た
の
は
１
９
７
０
年
で

あ
る
。
以
来
、
２
０
１
３
年
ま
で

43
年
間
、
何
度
も
機
構
上
の
位
置

づ
け
が
変
わ
っ
た
が
「
政
策
課
題

に
か
か
わ
る
基
本
的
な
調
査
・
研

究
」
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
事
務

分
掌
の
も
と
に
、「
調
査
季
報
」

の
編
集
・
発
行
、
市
民
意
識
調
査

の
実
施
、市
民
生
活
白
書
の
編
集
・

発
行
、
時
代
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た

各
種
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
私
は
、
ほ
ぼ
40
年
に
わ
た
り

こ
の
仕
事
に
携
わ
り
、
そ
の
推
移

を
体
験
し
、
本
年
３
月
に
退
職
し

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
40
年
を
振

り
返
り
つ
つ
、「
政
策
の
基
礎
的

調
査
・
研
究
」
の
実
際
と
そ
の
意

義
、
そ
し
て
今
後
の
あ
り
方
を
考

察
す
る
こ
と
と
す
る
。
横
浜
市
の

行
政
機
構
の
中
に
一
貫
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
機

構
上
の
位
置
づ
け
に
よ
り
仕
事
の

ス
タ
ン
ス
や
内
容
は
か
な
り
異
な

る
の
で
、
大
き
く
３
つ
の
時
代
に

分
け
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す

る
。

１

都
市
科
学
研
究
室
の
時
代

（
１
９
７
０
～
１
９
９
１
年
）

❶
都
市
科
学
研
究
室
の
位
置
づ
け

　
「
都
市
科
学
研
究
室
（
通
称
都

市
研
）」
は
、
１
９
７
０
年(

昭
和

45
年)

に
設
置
さ
れ
約
20
年
間
存

続
し
た
。「
都
市
問
題
、
都
市
計

画
、
自
治
体
問
題
の
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
科
学
的
な
調
査
研
究
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
い

う
事
務
分
掌
の
も
と
に
以
下
に
述

べ
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
機
構

上
は
当
時
の
企
画
調
整
室
の
一
部

で
は
あ
っ
た
が
、
場
所
は
企
画
調

整
室
の
あ
っ
た
本
庁
舎
と
は
別
の

ビ
ル
に
あ
り
、
独
立
性
の
高
い
存

在
で
あ
っ
た
。
飛
鳥
田
市
政
の
２

期
目
に
当
た
り
、
革
新
自
治
体
と

し
て
全
国
の
中
で
も
先
駆
け
た
自

治
体
改
革
を
行
っ
て
い
た
が
、
一

方
で
は
、
急
激
な
人
口
増
加
に
対

応
す
る
た
め
に
、
都
市
の
基
盤
整

備
に
追
わ
れ
に
追
わ
れ
て
い
た
時

代
で
あ
る
。
下
水
道
の
整
備
、
ご

み
の
収
集
、
小
中
学
校
の
建
設
、

道
路
の
舗
装
な
ど
市
民
の
暮
ら
し

の
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
大

き
な
力
を
注
い
で
い
た
。
国
に
対

し
て
自
治
体
の
側
か
ら
政
策
を
提

案
し
、
企
画
調
整
室
を
中
心
に
新

た
な
事
業
を
展
開
し
て
い
た
。「
横

浜
の
都
市
づ
く
り
ダ
イ
ヤ
グ
ラ

ム
」
と
い
う
資
料
（
図
１
、
廣
瀬

良
一
氏
作
成
）
を
み
る
と
、
当
時

の
横
浜
市
は
、
都
市
づ
く
り
の
目

標
の
も
と
に
、
土
地
利
用
規
制
等

を
行
っ
て
い
る
「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」、
都
市
の
骨
格
形
成
を
行
う

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
六
大
事
業
）、

人
間
的
都
市
空
間
の
創
造
と
し
て

の
「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
と
、

３
本
柱
で
事
業
が
展
開
し
て
い

た
。
そ
れ
ら
の
事
業
と
は
一
線
を

画
し
て
都
市
科
学
の
確
立
と
い
う

こ
と
で
「
リ
サ
ー
チ
」
機
能
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
機
能

を
担
っ
て
い
た
の
が
、
都
市
科
学

研
究
室
で
あ
る
。

　

私
が
１
９
７
３
年
に
都
市
科
学

《3》 

横
浜
市
に
お
け
る
政
策
の
基
礎
的
調
査
・
研
究

　
　
　
　
　
　
　
～ 

40
年
を
振
り
返
る 

～

　

横
浜
市
に
お
い
て
は
、
企
画
調
整
室
に
お
け
る
「
都
市
科
学
研
究
室
」
の
設
置
以
来
、『
調
査
季
報
』、『
市
民
生
活
白
書
』
の
編
集
・
発
行
、『
市
民
意
識

調
査
』
の
実
施
、
各
種
研
究
会
の
運
営
な
ど
を
行
う
「
政
策
基
礎
調
査
・
研
究
部
門
」
が
企
画
担
当
局
の
中
に
存
在
し
、
政
策
に
関
す
る
基
礎
情
報
拠
点
と

し
て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
政
策
の
方
向
性
を
提
示
し
て
き
た
。
１
９
７
３
年
の
入
庁
以
来
、
政
策
基
礎
調
査
・
研
究
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
主
任
調
査
員
、
主
席
研
究
員
な
ど
を
歴
任
し
た
中
川
久
美
子
氏
か
ら
政
策
基
礎
調
査
・
研
究
部
門
の
変
遷
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
寄
稿
を
得
た
。

Ⅰ 都市科学研究室の時代 

• 昭和45年(1970年)7月に設置～平成３年(1991年) 

• 都市問題、都市計画、自治体問題の基本的事項に
ついて、科学的な調査・研究を行うことを目的とする 
 

• 昭和45年度は、市民生活白書の発行および調査季
報の編集を行った。(1969.市政概要) 

• 室長(松本得三氏)と担当職員1からのスタート 

• 場所は、関内駅前第一ビル302号室                
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研
究
室
に
着
任
し
た
当
初
、
財
政

問
題
、
水
資
源
問
題
、
都
市
政
策

等
の
様
々
な
テ
ー
マ
の
研
究
会

が
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
ま
で
勤
務

時
間
終
了
後
に
行
わ
れ
て
い
た
。

私
は
、
若
い
職
員
の
多
い
都
市
政

策
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

た
の
だ
が
、
ま
だ
入
庁
し
た
ば
か

り
の
職
員
が
、
局
を
超
え
て
自
由

で
横
断
的
な
議
論
を
し
て
お
り
、

都
市
研
は
そ
の
よ
う
な
場
を
提
供

し
て
い
た
。

❷
『
調
査
季
報
』
の
編
集
・
発
行

（
１
９
６
３
年
～
）

ア　
「
自
由
な
研
究
発
表
の
場
」

と
し
て
の
調
査
季
報

　

そ
こ
で
の
議
論
は
、一
つ
は『
調

査
季
報
』
の
原
稿
と
し
て
ま
と
め

発
表
さ
れ
て
い
た
。『
調
査
季
報
』

は
飛
鳥
田
市
政
が
始
ま
っ
た
１
９

６
３
年
の
創
刊
で
あ
る
か
ら
本
号

で
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
他
都
市
の
政
策
研
究
の
雑
誌

と
異
な
る
の
は
、
そ
の
編
集
方
針

が
学
術
研
究
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
職
員
主
体
の
自
由
な
研
究
発
表

の
場
で
あ
る
こ
と
だ
。
当
時
の
編

集
を
担
っ
て
い
た
企
画
調
整
室
長

の
田
村
明
氏
は
『
調
査
季
報
』
が

10
周
年
を
迎
え
た
時
点
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
調
査
季
報

は
、「
行
政
報
告
と
は
異
な
り
、

正
式
決
定
さ
れ
た
も
の
で
な
い
も

の
も
、
一
人
の
研
究
者
と
し
て
の

意
見
も
、
数
多
く
含
み
」ま
た「
外

部
専
門
家
も
同
様
に
自
由
な
研
究

を
発
表
で
き
る
場
」
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
自
由
な
研
究
発
表
の
場

の
存
在
が
、
解
決
困
難
な
都
市
問

題
を
解
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
」

と
。
ま
た
、「
専
門
家
と
現
場
の

研
究
者
と
が
交
わ
る
と
い
う
他
の

雑
誌
に
な
い
特
色
」を
も
ち
、「
現

実
に
足
を
つ
け
た
研
究
に
こ
そ
明

日
を
開
く
力
が
あ
る
」
と
。

　

そ
の
後
、
都
市
科
学
研
究
室
が

『
調
査
季
報
』
の
編
集
・
発
行
を

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
初
代
室
長
の
松
本
得
三
氏

は
、
30
号
の
あ
と
が
き
に
「
市
役

所
の
職
員
と
市
民
と
で
討
議
し
交

流
し
あ
う
場
」「
広
く
関
心
の
あ

る
人
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て

共
同
製
作
し
て
い
こ
う
」「
テ
ー

マ
ご
と
に
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン

の
『
局
際
的
』
な
研
究
グ

ル
ー
プ
が
誕
生
し
、『
季

報
』
が
そ
れ
ら
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
縦
割
り
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
背
負
い
な
が
ら

も
、
で
き
う
る
限
り
自
由

な
発
言
の
場
を
保
障
し
、

ま
た
現
場
性
を
優
先
す
る

編
集
方
針
は
現
在
ま
で
引

き
継
が
れ
て
き
た
、
と

言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
創
刊
以
来
の
全

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。

イ　

な
ぜ
50
年
も
続
い
た
の
か
。

　

数
多
く
の
自
治
体
の
政
策
研
究

誌
が
創
刊
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
廃

刊
に
な
る
中
で
、
調
査
季
報
は
な

ぜ
50
年
間
も
続
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
継
続
の
理
由
を
い
く
つ
か
挙

げ
て
み
る
。

⑴
自
治
体
の
主
体
性
の
重
視

　

調
査
季
報
に
は
何
の
法
的
、
制

度
的
な
根
拠
も
な
く
、
横
浜
市
単

独
の
事
業
と
し
て
続
い
て
き
た
。

基
礎
自
治
体
の
仕
事
は
、
国
の
法

令
の
範
囲
内
の
み
で
行
っ
て
い
て

も
政
策
的
な
課
題
は
解
決
し
な

い
、
と
い
う
創
刊
時
の
横
浜
市
と

し
て
の
行
政
姿
勢
が
理
念
的
に
受

け
継
が
れ
、
暗
黙
知
と
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

⑵
編
集
体
制
の
確
保

　

そ
れ
ゆ
え
か
、
調
査
季
報
の
編

集
・
発
行
の
業
務
を
組
織
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大

き
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
機
構

の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
た
が
、
編

集
に
は
専
任
で
き
る
体
制
が
必
要

で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
緊
急
を
要

し
な
い
、
と
い
う
理
由
で
人
員
削

減
や
経
費
削
減
の
対
象
に
な
り
や

す
い
が
、
経
費
は
削
減
さ
れ
て
も

専
任
で
き
る
職
員
と
組
織
が
確
保

さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
専
任
と
は

と
く
に
専
門
職
と
い
う
意
味
で
は

な
い
。
向
き
不
向
き
は
あ
る
が
、

行
政
の
実
務
を
経
験
し
た
人
で
あ

る
な
ら
ば
可
能
な
仕
事
で
あ
る
と

思
う
。
編
集
作
業
に
専
念
す
る
役

割
と
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
特
集
テ
ー

マ
を
企
画
し
、
取
材
し
、
書
き
手

を
探
し
、
あ
る
い
は
自
分
で
執
筆

し
、
原
稿
を
校
正
し
、
印
刷
物
に

す
る
の
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

時
間
が
必
要
な
の
だ
。
片
手
間
で

で
き
る
仕
事
で
は
な
い
。

⑶
テ
ー
マ
の
先
見
性
と
多
様
性

　

そ
の
時
代
の
社
会
的
な
課
題
や

政
策
課
題
に
対
応
し
た
特
集
テ
ー

マ
を
扱
い
、
時
の
政
権
の
意
向
に

も
一
定
の
距
離
を
置
き
、
学
術
的

な
枠
組
み
に
も
与
せ
ず
、
現
実
の

足
元
に
目
線
を
定
め
、
市
民
生
活

や
地
域
の
問
題
や
社
会
的
課
題
を

扱
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
素
手
で

問
題
を
扱
う
こ
と
で
、
か
え
っ
て

新
し
い
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
が

図１　横浜の都市づくり －都市づくりダイヤグラム－

② 調査季報の編集・発行(昭和38年,1963年から) 

「調査季報は、行政報告とは異なります。本誌論文の中には、事実のレポートもあると 
同時に、まだ正式決定されたものでないものも、一人の研究者としての意見も、数多く 
含みます。この点については外部専門家も同様であります。そのような自由な研究発表 
の場が存在することが、この解決困難な都市問題を解くために重要です。・・・・・・・・・ 
 
本誌は、専門家と現場の研究者とが交わるという他の雑誌にない特色があります。その 
ような現実に足をつけた研究の中に、明日を切りひらいていく力があるものと確信してい 
ます。(調査季報10周年を迎えて 企画調整室長 田村 明) 

「この季報は、市政をよりよくするために、市職員と市民とで討議し交流しあう場」、という 
使命を充実発展させ、具体化していきます。 
そのための運び方として、特集テーマを中心にして、ひろく関心のある人たちに集まって 
いただき、研究会とか談話会のようなものを重ねていきながら、「季報」を共同製作してい 
くことができれば、と考えています。とくに、職員の場合は、テーマごとにインターセクション 
の「局際的」な研究グループが誕生し、「季報」がそれらの人々に支えられていくことを期 
待したいと思います。(「調査季報30号 「水資源と水行政」1971年6月  あとがき 松本室長) 

http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/seisaku/chousa/kihou/  
2012.12月～バックナンバー全公開 １７２号まで 
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で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
必

要
な
の
は
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
を
捉
え
る
情
報
収
集
力
と
、

社
会
的
な
視
点(

必
ず
し
も
行
政

組
織
的
な
視
点
で
は
な
い)

か
ら

掘
り
起
し
、
一
般
化
し
て
い
く
編

集
力
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
多
様
性

と
は
、
多
分
野
に
わ
た
る
と
い
う

意
味
だ
け
で
な
く
、
あ
る
時
は
問

題
提
起
し
、
あ
る
時
は
事
業
の
事

実
関
係
を
記
録
す
る
、
と
い
う
よ

う
な
意
味
合
い
で
あ
る
。

⑷
自
ら
の
仕
事
の
意
味
や
課
題
を

言
葉
に
で
き
る
書
き
手
の
存
在

　

編
集
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
特

集
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
分
野
横
断

的
な
研
究
会
を
つ
く
り
、
職
員
や

専
門
家
が
か
か
わ
る
作
成
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
し
て
き
た
。
実
務
を

担
っ
て
い
る
職
員
に
と
っ
て
、
そ

の
時
々
の
自
分
の
仕
事
や
考
え
を

発
表
で
き
る
場
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
自
分

の
職
業
人
と
し
て
の
存
在
意
義
を

残
す
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雑
誌
が

成
り
立
つ
の
は
、
行
政
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
政
策
課
題
に
つ
い

て
、
考
え
、
文
章
化
す
る
こ
と
の

で
き
る
市
職
員
、
市
民
、
研
究
者

の
知
見
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
も
言

え
る
。
調
査
季
報
は
、
そ
の
よ
う

な
多
様
な
人
材
に
恵
ま
れ
、
支
え

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

❸
市
民
生
活
白
書
の
編
集
・
発
行

（
１
９
６
４
年
～
）

　
『
市
民
生
活
白
書
』
は
「
市
民

生
活
の
側
か
ら
都
市
と
し
て
の
横

浜
の
現
状
と
そ
れ
に
対
応
す
る
市

政
が
ど
ん
な
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
の
か
の
決
算
書
」
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
も
の
で
、
ほ
ぼ
４
年
に

一
回
の
間
隔
で
発
行
さ
れ
て
き

た
。

　

１
９
６
４
年
に
第
１
回
「
新
し

い
横
浜
へ
の
展
望
」
と
題
す
る
白

書
が
出
版
さ
れ
て
以
降
、
２
０
１

３
年
の
第
13
回
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
横
浜
の
未
来
を
拓
く
」
ま
で

約
50
年
に
亘
り
継
続
的
に
発
行
さ

れ
て
き
た
。
都
市
科
学
研
究
室
発

行
の
１
９
７
１
年
の
第
３
回
「
横

浜
と
私
」
は
当
時
販
売
さ
れ
て
い

た
書
店
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
、
と
い
う
記
憶
が
あ
る
。
市
民

生
活
白
書
の
特
色
は
、「
市
政
の

決
算
」
で
は
な
く
て
、
市
民
生
活

の
現
状
分
析
を
す
る
な
か
で
市
政

の
課
題
を
探
っ
て
行
く
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。
独
自
の
デ
ー
タ
を
駆

使
し
た
こ
の
よ
う
な
基
礎
自
治
体

の
白
書
は
横
浜
市
以
外
に
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

❹
政
策
の
基
礎
調
査
―
横
浜
市
民

意
識
調
査
の
開
始
（
１
９
７
２
年

～
）

　

基
礎
調
査
と
は
、
市
民
生
活
や

都
市
社
会
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
政

の
運
営
に
寄
与
す
る
の
が
目
的
で

あ
り
、
自
治
体
の
個
別
の
業
務
に

す
ぐ
に
役
立
つ
調
査
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、『
横
浜
市
民
意
識
調

査
』
は
１
９
７
２
年
か
ら
開
始
し

た
が
、
こ
れ
は
基
礎
自
治
体
が
行

う
べ
き
基
礎
調
査
の
典
型
と
い
え

る
。
市
民
の
定
住
性
や
生
活
満
足

度
や
市
政
評
価
な
ど
、
市
民
生
活

の
基
礎
と
な
る
質
問
を
継
続
的
に

繰
り
返
し
て
聞
い
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
意
識
の
変
化
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
市
政
の
課

題
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

去
年
聞
い
た
か
ら
今
年
は
違
う
こ

と
を
聞
こ
う
と
思
い
が
ち
だ
が
、

経
年
的
に
続
け
て
い
く
項
目
は
必

ず
必
要
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、『
市
民
意
識
調
査
』

で
「
生
活
の
心
配
事
や
困
っ
て
い

る
こ
と
」
を
１
９
７
７
年
か
ら
聞

い
て
い
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
数

年
間
は
「
心
配
ご

と
は
な
い
」
と
答

え
る
人
が
４
割
か

ら
５
割
の
割
合
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
１
９
９
７
年

を
ピ
ー
ク
に
心
配

ご
と
の
な
い
人
が

減
り
、「
自
分
の

病
気
や
老
後
」
や

「
家
族
の
健
康
や

生
活
上
の
問
題
」、

「
景
気
や
生
活
費
」

の
こ
と
が
急
増
し

た
。
こ
れ
は
、
市

民
意
識
の
一
大
変

化
で
あ
り
、
そ
の

変
化
を
分
析
す
る

こ
と
が
重
要
な
の

で
あ
る
。
１
９
９

７
年
は
、
山
一
証

券
の
自
主
廃
業
と
い
う
事
件
が
あ

り
、
そ
の
後
、
大
手
銀
行
の
倒
産

が
相
次
ぐ
。
日
本
経
済
が
低
迷
期

に
入
り
、
横
浜
の
中
間
層
が
、
自

分
の
生
活
基
盤
が
揺
ら
ぎ
始
め
た

こ
と
を
意
識
し
、
不
安
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ

う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
市

民
生
活
白
書
』
は
市
民
生
活
の
目

線
か
ら
市
政
の
課
題
を
描
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
基
礎
的
な
調
査
や
統
計
的
な

バ
ッ
ク
デ
ー
タ
な
し
に
は
刊
行
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

❺
政
策
課
題
に
対
応
し
た
テ
ー
マ

と
基
礎
調
査
・
研
究

　

政
策
課
題
に
対
応
し
た
基
礎
調

査
の
例
と
し
て
、
都
市
科
学
研
究

室
時
代
の
３
つ
の
調
査
を
紹
介
す

る
。

ア　

家
族
問
題
研
究
会

　
「
家
族
問
題
研
究
会
」
と
題
し

た
研
究
会
を
１
９
８
３
年
か
ら
３

年
間
か
け
て
行
っ
た
。
そ
の
概
略

は
１
９
８
６
年
発
行
の
『
調
査
季

報
』
91
号
「
家
族
機
能
と
自
治
体

行
政
」
に
掲
載
し
て
い
る
。
横
浜

市
の
急
激
な
人
口
増
加
が
一
段
落

し
た
当
時
、
子
ど
も
の
養
育
支
援

③ 市民生活白書(昭和39年,1964年から)の編集・発行 

白書のねらいは、市民生活の側から都市としての横浜の現状と、それに対応する 
市政が、いまどのような状態におかれているのか、その一つの決算書をつくろうと 
したことにあります。その現状の分析の中から、これまでの反省と、横浜市の新しい 
方向を導きだそうとしました。(第1回「新しい横浜への展望」 はしがきから  
総務局調査室 鳴海正泰) 

 第13回市民生活白書 2013.3発行  

第3回「横浜と私」昭和46年(1971年)発行  
第4回「私の横浜」昭和50年(1975年)発行  

第2回「新しい横浜の記録」昭和41年(1966年)発行  

第11回「横浜市民生活白書2006－非「成長・拡大の時代への選択と挑戦」平成16年発行 

第10回「よこはまの暮しやすさ。」平成13年(2003年)発行 

第12回「横浜市民生活白書2009」平成19年発行 

④ 横浜市民意識調査の開始(昭和47年,1972年から) 
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の
施
設
や
高
齢
者
の
ケ
ア
施
設
が

か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
自
分
の
親

を
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
る
と

非
難
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
家
族
問
題

研
究
会
は
、
自
治
体
の
現
場
職

員
、
保
健
師
、
当
時
の
福
祉
事
務

所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
病
院
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
学
校
の

養
護
教
諭
、
事
業
局
の
担
当
職
員

な
ど
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
家
族
社
会
学

の
研
究
者
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
家
族
の
養
育
の
問
題
や
扶
養

の
問
題
に
つ
い
て
自
治
体
現
場
で

起
き
て
い
る
事
例
を
整
理
し
つ
つ

そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
読
み
取

り
施
策
の
提
案
を
行
う
、
と
い
う

調
査
・
研
究
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
現
場
の
職
員
主
体
の
調
査
・
研

究
の
あ
り
方
は
、
そ
の
後
の
基
盤

と
な
っ
た
。
研
究
室
自
体
が
現
場

の
人
た
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
る
こ
と
、
ま
た
、
調
査
の
結
果

が
施
策
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、
行
政
組
織
の
中
に
あ
る
か
ら

こ
そ
可
能
な
調
査
・
研
究
の
あ
り

方
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
こ
の

調
査
研
究
が
、
施
策
に
生
か
さ
れ

た
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
は
、
３

歳
児
の
子
供
の
い
る
家
族
の
養
育

機
能
の
安
定
し
た
状
態
は
親
同
士

の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
養
育
空
間

の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
と
分
か
る

と
、
当
時
の
衛
生
局
の
「
子
供
の

養
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
根
拠
に

な
っ
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
調
査
・
研
究

が
実
務
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
は
自
治
体
の
調
査
・
研
究
の
あ

り
方
と
し
て
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

イ　

地
域
社
会
研
究
会

　
「
地
域
社
会
研
究
会
」
は
、
家

族
問
題
研
究
会
と
同
時
に
３
年
間

か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
研
究
で
あ

る
。
当
時
の
「
よ
こ
は
ま
21
世
紀

プ
ラ
ン
」
で
地
域
連
帯
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
か
か
げ
ら

れ
、
各
政
策
分
野
で
地
域
社
会
へ

の
期
待
が
増
す
中
、
現
実
の
地
域

社
会
の
実
態
、
行
政
と
の
か
か
わ

り
と
の
問
題
点
を
さ
ぐ
り
、
地
域

活
性
化
の
条
件
・
課
題
を
明
ら
か

に
し
よ
う
、
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
や
は
り
、
学
識
経
験
者
と
市

職
員
か
ら
な
る
研
究
会
を
設
置

し
、「
地
域
と
日
常
的
に
接
し
て

い
る
職
員
で
さ
え
、
地
域
の
実
情

を
十
分
に
は
つ
か
め
て
い
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
研
究

会
の
職
員
が
地
域
の
生
の
姿
を
知

る
た
め
に
い
く
つ
か
の
地
域
を
選

び
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
て

い
く
こ
と
で
、
実
態
を
把
握
し
、

行
政
の
課
題
と
地
域
の
活
力
に
つ

い
て
提
起
し
た
。
報
告
書
は
、「
ま

ち
１
９
８
６　

地
域
の
活
力
と
行

政
」
と
し
て
広
く
読
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ウ　

市
政
・
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム

調
査
・
研
究

　

上
記
の
二
つ
の
調
査
研
究
に
先

駆
け
て
、
１
９
８
０
年
か
ら
実
施

さ
れ
た
「
市
政
・
地
域
情
報
シ
ス

テ
ム
調
査
」
は
、「
現
況
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
都
市
行
政
の

不
可
欠
の
前
提
…
…
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
へ
の
努
力
は
、
こ
れ
ま

で
も
な
さ
れ
て
き
た
が
…
…
本
当

の
意
味
で
の
科
学
的
行
政
を
行
う

に
足
る
だ
け
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に

は
ほ
ど
遠
い
現
状
」
と
し
、
電
算

機
等
情
報
処
理
の
技
術
的
な
発
達

に
合
わ
せ
て
、
関
係
局
の
協
力
の

も
と
に
「
市
政
・
地
域
情
報
シ
ス

テ
ム
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
こ

の
報
告
書
の
ま
え
が
き
は
手
書
き

で
書
か
れ
て
お
り
、
ワ
ー
プ
ロ
が

導
入
さ
れ
る
前
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
時
代
に
、
主
に
地
図
で
表

現
さ
れ
る
地
域
デ
ー
タ
と
そ
の
属

性
デ
ー
タ
（
統
計
デ
ー
タ
）
の
シ

ス
テ
ム
化
の
可
能
性
を
探
る
先
進

的
な
研
究
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
そ
の
時
代
の
社
会
的

課
題
に
対
応
し
た
調
査
・
研
究
は

行
わ
れ
た
が
、
家
族
の
あ
り
方
、

地
域
社
会
の
あ
り
方
、
地
域
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
３
本
柱
は
、
一
貫

し
て
基
礎
的
調
査
・
研
究
の
基
盤

と
な
っ
て
き
た
。

２

企
画
局
・
都
市
経
営
局
の
中

の
調
査
・
研
究
の
時
代
（
１

９
９
１
～
２
０
０
８
年
）

　

１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）、

都
市
科
学
研
究
室
は
突
然
機
構
廃

止
と
な
っ
た
。
当
時
は
高
秀
市
長

の
１
期
目
で
、
都
市
科
学
研
究
室

の
機
能
を
企
画
調
整
室
の
一
機
構

と
し
て
内
部
化
し
、
本
庁
舎
３
階

の
企
画
調
整
室
の
壁
一
枚
隔
て
た

隣
の
部
屋
に
転
居
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
時
代
は
担
当
部
長

が
１
人
、
課
長
が
１
人
、
係
長
が

１
人
、
担
当
職
員
３
人
と
い
う
体

制
で
、「
都
市
問
題
、
都
市
計
画
、

市
民
生
活
等
の
科
学
的
な
調
査
・

研
究
」
と
い
う
事
務
分
掌
の
も
と

に
、『
調
査
季
報
』、『
市
民
意
識

調
査
』、『
市
民
生
活
白
書
』、テ
ー

マ
ご
と
の
基
礎
調
査
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
た
。
本
庁
舎
に
入
っ

て
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
調
査
・
研
究
機
関
と
し

て
の
独
立
性
が
あ
ま
り
保
た
れ
な

く
な
っ
た
反
面
、
逆
に
、
実
施
し

た
調
査
を
政
策
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
両

側
面
が
あ
っ
た
。

❶
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調

査
」
―
政
策
に
つ
な
げ
る
準
備
段

階
の
調
査

　

都
市
研
が
廃
止
さ
れ
た
時
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調

査
」
を
予
算
要
求
し
て
い
た
。
当

時
「
ゆ
め
は
ま
２
０
１
０
プ
ラ

ン
」
の
策
定
の
最
中
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
に
は
、
あ
る
程
度
都
市

基
盤
整
備
の
施
設
が
収
束
し
た
た

め
か
、
各
事
業
局
か
ら
き
め
細
か

い
地
域
施
設
の
計
画
が
一
挙
に
提

案
さ
れ
た
。
地
区
セ
ン
タ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
こ
ど
も

ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
今
の
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
）、
こ
れ
ら
を
「
４
点
セ
ッ

ト
」
と
呼
ん
だ
が
、
地
域
施
設
を

従
来
の
画
一
的
な
計
画
論
と
運
営

論
で
作
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
度
き
ち

ん
と
基
礎
調
査
を
す
る
必
要
が
あ

Ⅱ 企画局・都市経営局の中の調査・
研究の時代ー政策の準備調査 

• 「都市問題、都市計画、市民生活等の科学 

 的な調査・研究を行うことを目的とする」 

・場所は、本庁舎の企画調整室の隣の部屋 

・調査季報、市民生活白書、市民意識調査の実施 

・平成３ (1991) 年～平成20(2008)年 
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る
と
い
う
目
的
で
始
め
た
調
査
で

あ
る
。
１
９
９
０
年
代
の
地
域
社

会
は
、
市
民
活
動
の
最
盛
期
と
い

え
る
状
況
に
あ
っ
た
。
と
く
に
、

自
主
的
活
動
が
活
発
と
な
り
、
子

育
て
や
介
護
、
環
境
問
題
な
ど
の

多
種
多
様
な
活
動
が
花
開
い
て
い

た
。
一
方
、
自
治
会
・
町
内
会
の

組
織
率
も
高
く
、
行
政
と
の
か
か

わ
り
が
強
く
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の

建
設
委
員
会
に
は
、
自
治
会
・
町

内
会
の
役
職
者
が
参
加
し
て
い

る
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
調
査
で
は
、
区
役
所
の
職
員
と

事
業
局
の
職
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
か
ら
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行

政
研
究
会
」
を
設
置
し
、
市
内
６

地
区
の
実
態
調
査
を
行
い
、
各
地

区
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
の

か
、
自
治
会
・
町
内
会
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
地
域
施
設
の
使
わ
れ
方
や

ニ
ー
ズ
を
３
年
間
か
け
て
調
査
し

た
。

　

こ
の
調
査
は
、
企
画
調
整
室
に

入
っ
て
最
初
の
基
礎
調
査
で
あ

り
、
ゆ
め
は
ま
２
０
１
０
プ
ラ
ン

の
策
定
の
最
中
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
形
で
も
実
行
性
の
あ
る
も
の

と
し
て
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
考
え
て
い
た
。
地
区
の
実

態
調
査
に
よ
り
、
自
主
的
活
動
グ

ル
ー
プ
を
、
自
治
会
・
町
内
会
の

活
動
と
は
異
な
り
、
テ
ー
マ
で
結

び
つ
い
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
と
い
う
意
味
で
「
テ
ー
マ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
名
付
け
た
。
こ

の
言
葉
は
全
国
ネ
ッ
ト
で
広
が

り
、
今
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て

い
る
が
、
自
主
的
な
市
民
の
活
動

が
活
発
な
横
浜
だ
か
ら
こ
そ
生
み

出
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
テ
ー
マ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
自
治
会
・
町

内
会
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
の
公
共
的

課
題
に
対
応
し
て
い
る
も
の
が
多

く
、
こ
の
活
動
も
含
め
て
行
政
と

地
域
の
関
係
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
同
じ
土
壌
に

乗
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ
と
を

提
案
し
た
。
こ
れ
を
市
長
に
提
言

し
た
の
が
、『
調
査
季
報
』
１
２

０
号
の
市
長
鼎
談
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
市
長
は
「
こ
れ
か
ら

は
市
民
と
行
政
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
だ
」
と
い
う
言
葉
に
賛
同

し
、「
市
民
参
加
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
発
足
し
、
新
し
い
形
の

市
民
参
加
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
が
始
ま
る
こ

と
と
な
っ
た
。
区
役
所
の
様
々
な

施
設
建
設
等
や
ま
ち
づ
く
り
の
市

民
参
加
の
場
に
、
地
域
組
織
の
役

職
者
の
み
で
な
く
関
心
の
あ
る
公

募
市
民
も
参
加
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
、
話
し
合

い
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
参
加

の
テ
ー
ブ
ル
が
た
く
さ
ん
作
ら

れ
、
市
民
の
人
た
ち
が
盛
ん
に
議

論
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
思
い
出

深
い
調
査
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
は
、
基
礎
調
査
の
実

態
を
ベ
ー
ス
に
政
策
提
案
を
し
、

モ
デ
ル
事
業
ま
で
進
ん
だ
。
し
か

し
、
提
案
し
た
が
実
現
ま
で
い
か

な
い
調
査
・
研
究
も
あ
り
、
ま
た
、

事
業
化
が
実
現
し
て
も
課
題
が
多

く
残
さ
れ
る
調
査
も
多
い
。
基
礎

的
調
査
・
研
究
部
門
は
、
実
効
性

を
担
保
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
研
究

会
な
ど
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
が
社

会
的
視
野
を
広
げ
、
職
場
に
持
ち

帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
タ
イ

ミ
ン
グ
の
中
で
生
か
し
て
い
け
る

と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

政
策
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
そ

れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
。

❷
「
政
策
の
創
造
と
協
働
の
た
め

の
横
浜
会
議
」

　

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

に
「
政
策
の
創
造
と
協
働
の

た
め
の
横
浜
会
議
」
と
い
う

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ

は
中
田
市
長
の
一
期
目
に
あ

た
り
、
機
構
上
は
都
市
経
営

局
政
策
課
の
一
ラ
イ
ン
と

な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
市
長

は
「
市
民
協
働
」
を
政
策
と

し
て
打
ち
出
し
て
い
た
。
政

策
自
体
も
市
民
協
働
で
作
っ

て
い
く
仕
組
み
と
し
て
考
え

た
。
横
浜
会
議
の
会
員
と
し

て
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
の

研
究
者
等
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
約
90
件
の
応
募
が
あ
り
、

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
年
1
回
会
員
か
ら
政
策

提
案
を
募
り
、
審
査
を
経
て

採
択
さ
れ
た
提
案
に
調
査
費

を
支
給
し
、
そ
の
調
査
を
提

案
し
た
人
と
担
当
す
る
事
業

局
と
で
協
働
調
査
を
行
い
、

事
業
化
で
き
る
も
の
は
、
次

の
年
度
に
予
算
要
求
し
て
い
く
、

と
い
う
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
る
。

提
案
さ
れ
た
案
を
事
前
審
査
し
、

上
位
の
提
案
を
オ
ー
プ
ン
な
審
査

会
で
１
、
２
件
採
択
す
る
（
表

１
）。
横
浜
会
議
の
場
は
市
民
活

動
、
と
く
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
加
を
得

て
、
活
気
を
呈
し
、
い
く
つ
か
の

提
案
は
実
行
段
階
ま
で
進
み
、
成

果
を
残
し
て
い
る
。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
政
策
の
準
備

段
階
の
調
査
・
研
究
と
い
う
こ
と

コミュニティ行政基礎調査(1991年～93年) 

① 市民ニーズに対応した 
   地域施設のあり方 

② 市民と行政との関わり方 
 ・情報伝達 
 ・市民ニーズの把握 
 ・地域組織と行政との関わり方 
 ・行政の決定への参加 

〈問題意識〉 

コミュニティ実態調査(6 地区調査) 
西区藤棚、鶴見区生麦、港北区菊名 
金沢区並木、緑区藤が丘、瀬谷区阿久和 
・地域の課題 ・どのような活動があるか 
・地域施設の使われ方とそのニーズ 
・住民と行政の関わりの実態 

他都市のコミュニティ施策 
地区センター調査 

〈４点セットの地域施設の 
 画一的な計画論への疑問〉 

〈自主的活動と地域組織との軋轢〉 

   政策へつなげる準備段階の基礎調査 

 

 

 

○コミュニティ行政基礎調査(平成3年～5年)⇒調査季報120号(1994年) 
  横浜におけるコミュニティの実態は。行政と地域の関係はどうあるべきか。 
  「テーマコミュニティ」の登場 
  「パートナーシップ推進モデル事業」へ 
 
○政策の創造と協働のための横浜会議の発足(平成１６年～) 
  市民提案による調査・研究事業のスタート 
   
○地域元気推進基礎調査⇒中期計画「身近な地域元気モデル事業」 
 
○生活困難層自立支援策検討基礎調査 
                 ⇒瀬谷区における伴走支援のモデル事業へ 

表１　横浜会議協働研究テーマ
年度 採択研究テーマ

16
自治体における産業政策としての知的財産政策の可能性
「暮らしを支える生活術マトリックスモデル」作成と市民力を活かした新システムの研究

17
空き店舗、空き家、公共施設を利用した身近な活動拠点づくり事業モデルの研究
指定管理者施設のモニタリング等の評価システムに関する研究

18
生活困難層への公民協働の生活支援システムのあり方研究―生活相談機能を中心として
市民参加で構築するデジタルアーカイブを利用した横浜の文化伝播と往来の研究
利用者・納税者の視点による協働事業検証システムの開発に関する調査研究

19
市民による市民のための地図作り環境と活動成果の共有に関する調査
病院が行う看護師に対する育児支援～事業所内保育所の実態調査～

20
対等なパートナーシップに基づく「協働契約」のあり方の研究
地域協働による学校と子どもの地域参画促進を目指したサスティナブル圏域の可視化調査

21 地域における学校から社会への若者の包括的支援の検討
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で
、
基
本
的
に
行
政
が
気
づ
い
て

い
な
い
問
題
を
提
起
で
き
る
窓
口

と
し
て
大
変
意
味
の
あ
る
も
の

だ
。
し
か
し
、
現
在
は
、
種
々
の

事
情
か
ら
提
案
募
集
は
行
っ
て
い

な
い
。

３

政
策
支
援
セ
ン
タ
ー
の
時
代

（
２
０
０
９
年
～
）

❶
政
策
支
援
の
三
つ
の
機
能

　

２
０
０
９
年
に
都
市
経
営
局
調

査
・
広
域
行
政
課
（
現
在
で
は
政

策
局
政
策
課
）
の
中
に
政
策
支
援

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
と
な

り
、
政
策
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス

ペ
ー
ス
が
本
庁
舎
の
４
階
に
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
私
は
定
年

退
職
を
し
て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー

の
主
任
調
査
員
と
い
う
資
格
で
引

き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
「
少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
な
ど
大
き
な
社
会
変
化
の
中

で
、
中
長
期
の
総
合
的
な
政
策
立

案
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
次
の
三

本
柱
で
、
政
策
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

⑴
政
策
の
基
礎
的
な
情
報
拠
点
機

能(
統
計
情
報
、

市
民
意
識
、
地

図
情
報
等)

の

整
備

⑵
政
策
課
題
に

応
じ
た
基
礎
調

査
・
研
究
機
能

⑶
「
支
援
機
能
」

と
し
て
、
政
策

立
案
に
か
か
わ

る
基
礎
情
報
・

政
策
情
報
の
提

供
な
ど
情
報
発

信
、
相
談
、
研

修
・
研
究
会
の

開
催

　

最
初
に
述
べ

た
よ
う
に
「
政

策
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
「
政
策
支
援
に
関
す
る

こ
と
」「
政
策
に
係
わ
る
課
題
及

び
都
市
問
題
等
の
基
礎
的
調
査
・

研
究
」
と
い
う
事
務
分
掌
の
も
と

に
、
調
査
季
報
の
発
行
、
市
民
意

識
調
査
の
実
施
、
市
民
生
活
白
書

の
発
行
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
研
修
、
テ
ー

マ
ご
と
の
調
査
・
研
究
事
業
等
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。「
基
礎

的
調
査
・
研
究
」
部
門
と
し
て
都

市
科
学
研
究
室
が
発
足
し
て
か
ら

40
年
以
上
が
経
ち
多
く
の
政
策
情

報
を
蓄
積
し
て
き
た
。
最
近
の
市

民
生
活
白
書
を
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
市
民
生
活
の
も
と
と
な
る

家
族
、
地
域
社
会
、
雇
用
や
人
口

構
成
な
ど
の
側
面
で
想
像
も
し
な

か
っ
た
よ
う
な
大
き
な
変
化
が

起
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
少

子
・
高
齢
、
人
口
減
少
社
会
と
い

う
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

社
会
に
向
か
う
中
で
は
、
福
祉
、

経
済
、都
市
計
画
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
の
多
く
の
分
野
で
、
従
来
の

制
度
・
施
策
の
延
長
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
が
数
多
く
産
み
だ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

❷
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
基
礎
的
調

査
・
研
究
部
門
の
あ
り
方

　

こ
う
し
た
時
代
に
は
、
政
策
と

直
結
す
る
調
査
よ
り
は
、
ま
ず
、

実
態
を
見
て
そ
こ
か
ら
政
策
的

ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
と
い
う
基
礎

的
調
査
が
ま
す
ま
す
不
可
欠
に
な

る
。
先
行
き
が
見
え
な
い
か
ら
こ

そ
、
既
存
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
実
態
を
把
握

し
、
既
存
の
制
度
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
見
る
。
ギ
ャ
ッ
プ
が
見
え
る
と

い
う
こ
と
の
中
か
ら
政
策
的
課
題

を
提
案
し
て
い
く
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
組
織
の

内
部
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
こ
と

だ
け
で
事
業
を
動
か
し
て
行
く
こ

と
に
な
る
。
基
礎
調
査
部
門
は
、

組
織
の
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
都
市
社
会
、
あ
る

い
は
市
民
生
活
の
実
態
を
把
握
し

て
、
そ
の
課
題
を
組
織
の
中
に
投

げ
込
ん
で
行
く
と
い
う
こ
と
が
役

割
だ
と
思
う
。
３
７
０
万
人
の
大

都
市
は
経
験
や
勘
だ
け
で
は
絶
対

に
把
握
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
大
組
織
に
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
独
立
性
が
担
保

さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
政
策

調
整
ラ
イ
ン
に
な
る
と
様
々
な
事

情
で
仕
事
の
目
的
が
左
右
さ
れ

る
。
都
市
科
学
研
究
室
の
当
初
の

位
置
づ
け
の
よ
う
に
、
室
長
以
下

数
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
さ
れ
、

格
段
に
進
歩
し
た
政
策
情
報
を
も

と
に
各
種
の
調
査
・
研
究
事
業
が

分
野
を
横
断
し
て
行
わ
れ
れ
ば
、

多
く
の
知
見
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

組
織
の
ス
タ
ン
ス
が
明
確
に
保
障

さ
れ
、
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
組
織

の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
調
査
季
報
が
培
っ
て

き
た
「
自
由
な
議
論
の
場
」
の
確

保
と
い
う
課
題
は
、
組
織
の
ス
タ

ン
ス
の
み
で
な
く
、
自
分
の
関
心

や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
言
葉
」
を

持
つ
職
員
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

そ
の
よ
う
な
人
材
が
次
々
と
生
ま

れ
出
る
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、

と
心
か
ら
願
う
。

Ⅲ 政策支援センターの時代 
   ー政策支援の三つの機能 

      ２００９年～政策局の政策課政策支援担当 
      「政策支援に関すること」 
      「政策に係る課題及び都市問題等の基礎的調査・研究」 

これから 

 ・基礎的調査・研究部門の必要性  

・実態を把握する必要。 ３７０万人の大都市、経験や勘だけでは把握できない。 
・継続することで時代の変化が見える 
・制度や組織にとらわれない横断的で自由な議論の場の必要。 
・自分の関心とテーマで言葉をもつ。自治体行政の無形の文化 
・派手ではないが、底力がつく。 

 ・基礎的調査部門の独立性の確保  

・既存の制度やサービスにとらわれないで実態をみる。 
・実態から政策的ニーズをくみとる(既存の制度論とニーズとのギャップも見える)。 
・政策課題として提案する。 

＜最近の事例＞ 
・農的空間の活用と都市政策に関する調査 
・少子・高齢社会における大都市コミュニティの暮しやすさに関する調査 




